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※概要（Summary ）： 

 本研究は、圧延と熱処理によって結晶方位を揃えた

金属テープ上に、幾つかの中間層物質をエピタキシャ

ル成長させ、その上に高温超伝導物質をエピタキシャ

ル成長させることによって、数キロメートルの長さに

渡って結晶を２軸配向させることで性能を飛躍的に

高めた高温超伝導線材を開発することを目的とした

研究である。これまでのところ、{100}<001>圧延再結

晶集合組織を有する Cuテープ上に適切な中間層を介

して YBa2Cu3O7高温超伝導物質を形成することに成

功し、実用化に必要な臨界電流密度が得られることを

示した。 

 

※実験（Experimental）： 

 {100}<001>圧延再結晶集合組織を有するCuテープ

上に、パルスレーザー蒸着法を用いて、中間層および

YBa2Cu3O7 を形成した。得られた試料のそれぞれの

層の結晶方位を、分析操作電子顕微鏡/SU6600（C02）

を用いて評価した。また、臨界電流密度は直流４端子

法を用いて測定した。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

{100}<001>圧延再結晶集合組織を有するCuテープ

上に、パルスレーザー蒸着法を用いて作製した中間層

の結晶方位を測定したところ、いずれも Cuテープ上

に綺麗にエピタキシャル成長していることが確認で

きた。また、中間層の上に作製した YBa2Cu3O7の結

晶方位も測定したところ、こちらも Cuテープ上に綺

麗にエピタキシャル成長していることが確認できた。

それらの結晶方位関係は、 

{100}Cu//{100}中間層//(001) YBa2Cu3O7  かつ 

<100>Cu//<100>中間層//[100] YBa2Cu3O7 

となっていた。 

 得られた試料の 77Kにおける臨界電流密度は 

2×106 A/cm2 と実用化に十分な非常に高い値であっ

た。 
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